
 

9 月に入っても衰えを見せない厳しい残暑。日本の

四季が「夏と冬の二季」へと変化しつつある今、住

まいに求められる役割も変わり始めています。長引

く酷暑から家族の健康と家計を守る住まいの性能を

紐解きます。 

 

 

 

近年、日本列島を襲う酷暑は7月〜8月

だけに留まらず、9月を過ぎても厳しい残

暑として長引く傾向が定着しつつありま

す。四季の情緒が薄れ、まるで「長い夏

と厳しい冬」の二季になってしまったか

のような気候変動は、私たちの暮らしと

健康に大きな負担を強めています。 

特に深刻なのが、冷房稼働の長期化によ

る影響です。初夏から秋口まで数ヶ月間

にわたりエアコンをフル稼働し続ける生

活は、電気代の高騰という家計へのダメー

ジを与えるだけでなく、自律神経を乱し

て「秋バテ」と呼ばれる深刻な体調不良

を引き起こします。室外の猛烈な暑さと、

室内冷房による冷えの寒暖差に身体が晒

され続けることで、免疫力が低下し、疲

労が抜けなくなるのです。 

こうした長引く残暑を乗り切るためには、

住まいそのものが「少ないエネルギーで

一定の室温を維持できる構造」であるこ

とが不可欠です。具体的には、天井や壁、

床下の隙間を極限まで減らし、家全体の

断熱・気密性能を一体として引き上げる

ことが鍵となります。建物全体の気密性

と断熱性を高め、外からの熱の侵入を最

小限に抑えることができれば、エアコン

止まらない残暑と「二季化」が 

身体と家計を追い詰める 

の負荷を劇的に減らすことが可能にな

ります。 

家中の温度を緩やかに一定に保つ住

まいは、過酷な残暑から身体への負担

を和らげ、自律神経の乱れを防ぎます。

気候の「二季化」という新たなリスク

に直面している今こそ、単に「涼しく

する」だけでなく、長期間にわたって

快適な空気環境を効率よく守り続ける

住まいの基本性能が求められているの

です。 

 

 

 

 

この長引く残暑と気候変化に対して

圧倒的な強みを発揮するのが「FP の

家」です。独自開発の「FP ウレタン

断熱パネル」は、業界トップクラスの

断熱性能を誇り、真夏の熱気を家の中

へ寄せ付けません。 

さらに、職人の手で一ミリの隙間もな

く施工される圧倒的な気密性能により、

冷やした空気を魔法瓶のように室内に

閉じ込め続けます。これにより、9月の

残暑まで続く長期間の冷房運転でも最

小限の消費電力で家中を快適に保ち、

電気代の負担を大幅に軽減します。 

また、湿気による断熱材の劣化を防ぐ

「無結露50年保証」という圧倒的な耐

久性は、過酷な夏が長期化しても変わ

らない性能を約束する証です。年月が

経っても衰えない確かな品質が、家族

の健やかな暮らしと資産価値を将来に

わたってしっかりと守り続けます。長

引く暑さから家族の健康を守り、省エ

ネで経済的な暮らしを支え続けること。

それこそが、気候変動の時代において

「くらしといのちを守るため」の家づ

くりの確かな答えです。 

「ふるさと納税」の賢い活用法 

9 月は「ふるさと納税」の寄付先を検討する絶好のタ

イミングです。例年 10 月にはルール改定や募集基準の

見直しが行われることが多く、人気の返礼品は早めに受

付終了となる場合もあります。この時期に今年の控除上

限額を試算し、早めに手続きを進めることで、秋の美味

しい味覚や日用品をお得に手にしましょう。 

夏の湿気や台風の暴風雨を経た玄関ド

アは、鍵穴やラッチ（金具）の動きが

重くなりがちです。鍵穴に掃除機をあ

ててホコリを吸い取り、専用のスプレー

で滑りを良くしましょう。また、ドア

クローザーからの油漏れやネジの緩み

がないかも点検を。住まいの顔である

玄関を快適に保ち、気持ちよく秋を迎

えましょう。 

圧倒的な断熱・気密と 

「50年保証」が叶える安心 

夏場に着用した衣服には、目に見えない汗や皮脂汚れが

染み込んでいます。そのまま保管すると、秋口に黄ばみや

カビが発生する原因に。お気に入りの服を長持ちさせるコ

ツは、仕舞う前の「ぬるま湯つけ置き洗い」です。40℃程

度のお湯に酸素系漂白剤を溶かし、30 分ほどつけてから

洗濯するだけで、頑固な汗染みをスッキリ落とせます。 

残暑が続く 9 月は、涼しげな

水辺の雰囲気を室内で楽しめる

「ボトルアクアリウム風インテ

リア」を手作りしてみませんか。

作り方はとても簡単です。清潔

な透明のガラス瓶を用意し、底

に洗ったカラーサンドや小石を

敷き詰めます。そこに、100円ショップやフェイクグリーン

コーナーで手に入るフェイクの水草や流木、可愛らしい魚の

フィギュアなどを配置します。最後にゆっくりと水（または

固まるゼリー系クラフト材）を注ぎ込めば、お手入れ不要の

涼しげな卓上アクアリウムの完成です。デスクや玄関に飾る

だけで、涼やかな透明感と揺らめく光が目を楽しませてくれ

ます。残暑の厳しさを忘れさせてくれる爽やかなインテリア

で、お部屋に一涼みの癒やしを取り入れてみませんか。 

秋口の「汗抜き洗濯術」 

玄関ドア・引き戸のメンテナンス 

住まいの寿命を左右する「C値」とは？ ボトルアクアリウム風インテリア 

家づくりやリフォームの際、

断熱材の厚みばかりに目が向き

がちですが、実はそれと同じく

らい重要なのが「気密性能（C

値）」です。C値とは「相当隙

間面積」のことで、家全体にど

れくらいのスキマが存在するか

を表す指標です。数値が小さいほどスキマが少なく、気密性

能が高いことを意味します。どんなに高性能な断熱材を入れ

ても、家にスキマがあればそこから熱が逃げ、冷暖房の効率

は著しく低下してしまいます。また、気密性が低いと壁の内

部で結露が発生し、柱や土台を腐らせる原因にもなります。

快適な室温を保ち、大切な住まいを長持ちさせるためには、

カタログの断熱スペックだけでなく、職人の施工技術によっ

て決まる「C値」に注目することが大切です。 

お問合せ：（株）岩崎組 快適住宅 beetle haus ☎（0859）33-1954  担当 


